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子供の情緒障害に は じつ に様 々な ものが あるか,こ

こでは本講座のテーマ にそって特に子 供の 食行動 障害

の問題 をと りあげてみ たい。

子供の 食行動 障害につ いてみて い くと,そ れ は子供

の他の問題行動 と同様 に心 身の発達過程 と深 くかかわ

ってい ることが 多い。 そこで具体 的 な症例 をあげなが

ら,子 供の食行動 障害が子供 の発達過程 とどの よ うに

関連 してみ られ るか,ま たそれ らの 食行動 障害 にどの

ように対処すべ きか を中心に述べ てみ たい。

第1症 例:こ の症例 は,生 後6ヶ 月頃 よ り固形食 を

摂取す る と嘔吐す る ように な り,著 しい栄養不良の状

態 をきた していた 食行動 障害の例 であ る。

患 児は5才8ヶ 月の男 児で ある。7人 の同胞 中第6

子 として出生 した。 熟安産 で あったが,生 下時体重 は

2kgで あ った。

生後6ヶ 月頃 に離乳 食 として米飯 を混ぜ た食事 を与

えた ところ,患 児は これ をた またま嘔 吐 した。その後

も固形食 を混ぜ た食餌や おや つ を与 え ると,時 々食べ

た直後に苦 しそ うな表情 とな り,嘔 吐す る事 があった。

や がて食事 のたびに嘔吐す る よ うにな り,こ の頻 回の

嘔吐 のため患 者は著 しい栄養不 良の状態 に陥っていっ

た。 もちろんその間数 ヶ所 の病 院 で検査や 治療 を受け

たが,特 に身体 的な異常所 見は指摘 されず,症 状の改

善 もみない まま5年 を経過 して紹介 され て きた もので

ある。

この患 児の 食行動 につ いて,直 接 観察す る とともに,

本 児の嘔吐の発症 当初 の状 況お よびその後の経過につ

いて心理的測面 を中心 に調 べて みた。

まず患 児の 食行動 につ いての観察 の結果であるが、

患児は食事 をは じめ るにあた って不安 そ うに箸 をとり

食事 をは じめ るが,ま もな く胸苦 しさを訴え,顔 面が

蒼 白とな るのがみ られ,食 事 場面 で不安 ・緊張が非常に

高 まり,こ れ に続いて嘔吐す るのがみ られた。

次 に本 児の嘔吐 の発症 当時 の状 況お よびその後の経

過におけ る心理 的側面 としては,以 下の ような事実が注

目された。

それは離乳 食 として与 えられ た固形 食を患 児がた ま

た ま嘔吐 した事 に対 して,母 親は これ を非常 に心配 し

どうにか して患 児に離乳 食 をとらせ たい との気遺 いか

ら,無 理 に食事 を強要す るとい ったこ とをしていたよ

うである。だが この よ うな形 での あ らゆ る努 力は奏功

せ ず,し ば しば くり返 え され る嘔吐のため母親や他の

家 族の もの も本 児の 食事 の ことに ます ます強 い不安 と

緊張感,そ れに嘔吐 に対 しては嫌悪感 をもいだ くよ う

にな り,家 族 ぐるみ で患 児に食事 を強要 した り,嘔 吐

に対 して叱責 した りす るこ とを くり返 していたよ うで

ある。 これ らの事 実 を総合す るとき,こ の患 児でみ ら

れ る食行動障害 は,最 初離乳期 に与 え られた固形食 を

なん らかの理由 で患児が嘔吐 したのに対 し,家 族が こ

れに不安 をい だ き食事 を強要す るこ とで対処 しょうと

したため,患 児に 食事場面 や 固形 食に対す る強い不安

や 緊張反応 を形成 してい き,そ れが嘔吐 を増強 します

ます家族 に患 児の 食事 に関す る不安や 緊張,そ れに嫌

悪感 を強め,こ れが また患 児に食事 を強要 した り叱責

た りす る結果 につ なが る とい った悪循環に陥るここ と

に な り,こ うして嘔吐の持 続 ・悪 化が もた らされ てい

る と考 えられ た。
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図1食 行動障害の改善

そこで この 食行動障害へ の対処の仕 方の第1点 とし

て は,食 事や 食事 場 面に対す る意児の不安や 緊張 反応

の軽減 をはか った。 それ らの具体的方法は,例 えば”食

事を残 してはいけ ない” とか,”全部 食べ な さい” とい

った食事 を強要 した り,ま た” 食べなかった り嘔 いた

りす る と病気 にな る” とい うようなお どした りす る言

動 等 を一切 さけた。つ ま り食事 に関す る患児の不安や

緊張反応 を誘 発す るよ うな刺 激をすべ て除去す るよ う

に した。 またこれ と同時 に食事時間 を充分 に長 くとり

この間に童謡や童 話 を聞かせ るなどして,不 安や 緊張

反応 とは対立す る快 反応 を食事場面で患児に形成 しな

が ら,こ れに よって食事 場面 での患児の緊張 ・不安 反

応 を抑 制す る 「逆制 止の原理」 を用いた。

治療 の 第2点 としては,オ ペ ラン ト条件づけの原理

に よ り積極的 に正常 な摂 食行動の形成 をはか った。

す なわ ち,患 児に与 える食事 での固形 食の混合の割

合 を最初少量 に して.そ れ を段階的に増量す る方法 を

と りなが ら,(1)食 後に嘔吐か なか った場合で きるだけ

ほめ,一 緒に散歩 につれ てい くな どの方法や,② 体重

表 を作 りその増加 曲線 を一緒 にみ て励 ます とともに,

〈3)一回嘔 吐がなかったら一枚の円形のプラステ ィック

板一 枚 を与 え,20枚 に なったら本 人が非常 に欲 しが っ

てい たプラモデル と交換す るこ とを約 束す る とい った

Token-Economy法 な どの方法 を用 いた。 お よそ以上

の よ うな処 置に よって図1に 示す ように患 児の 食行動

障害 は改善 され,体 重 の順調 な増加 をみ るよ うに なっ

た。

この症 例は,離 乳期 に与 え られ た固形 食をたまた ま

子 どもが嘔吐 したこ とに端 を発 して,子 供の 食事 を気

づか うよ うに なった親がそれ を心配す るあ ま り子供 に

食事 を強要 す る結果 とな り,そ れが 食事に対す る子供

の不安 緊強反応 を形成 ・増強 してい き,嘔 吐の悪化 ・

持続 を もた らし,著 しい食行動 障害へ到 った ものであ

るが,こ の症例 にみ るような原理 で子供 の食行動 が障

害 され るこ とは しば しばみ られ るパ ターンの一つ であ

る。 とい うのは子供 の育 児にあた って子供 の栄養 のバ

ランス と摂取 カ ロ リーの問題は親が最 も気 を使 うこ と

の一つ である。 その結果,親 は子供 につ いあ る特定 の

食物や あるいはあ る一定量 の食事 を摂取す るこ とを強

要 す るこ とにな りやす い。特に親が この よ うな態度 に

出や す く,し か もそれが 食行動 障害 につ なが りやす い

のは一般 に先の症例 で もみ たよ うに,離 乳 食への切 り

かえの時期や それ までの発育速度が次 第に減 少 し,食

事 量 もやゝ少 くなる3～4才 頃,そ れに哺乳 ビンな ど

に よってその摂取量が客観的に とらえられ る ミル クを

与 えられ る時期 な ど子供 の発達過程 での比較的初期 の



ころにお いて である。

第2症 例:こ の症例 は,幼 稚園に入園後1年4ヶ 月

経 って も他の 園児 と一緒 に食事が できなかった6才 の

女児にみた食行動 障害 の例 である。

患児の家 の家 族構成 は両親 と同胞3名 の5人 家族 で

あ り,本 児はその末子 として出生 した。4才 の時,某

幼稚 園に入園 したが,他 の園児 と一緒 では食事が とれ

ず,ま た幼稚 園での誕生パーテ ィな どの全 園児が集 ま

った ところでは果物やお菓子に も全 く手 をつけ ない と

い う状態 であった。

幼稚 園で食事 が できないとい うこ とに対 して,最 初

親 もまた幼稚 園の先生 たちもその うちに改善 され るだ

ろ うと考 えていたが,結 局1年4ヶ 月経 って も全 く改

善が ないため,そ の対処について幼稚 園の先生 より相

談 を受 けた症例 で ある。

本児の生育 史を検討 した結果,(1)幼 少時 よ り気管支

端息が あ り病 弱 であ った こと,そ れに末子 とい うこ と

で両親は特に本 児に対 して過保護 であ った。 したが っ

て,② 入園す るまで本 児は外で他 の児童達 と遊ぶ こと

もせ ず,も っぱ ら家庭 内で同胞や親 とのみ遊んでいた

ようである。

以上 の ような こ とか ら,本 児は特に社会性 の発達 の

遅 れが著 し く,入 園後 の幼稚園の適 応状 態に して もご

く限 られた1～2名 の他の 園児お よび相 任の先生 と必

要最 少限の会話 をす る程度 で,幼 稚園 とい う初め ての

集 団に とけ込 めな い状態 であった。

したが って,幼 稚 園で昼 食が とれない とい う本 児の

食行動障害 とい った ものは,本 児の社会性 の発達 の遅

れのため幼稚 園 といった本 児に とって初め ての社会場

面への適応が うま くできず,そ こで生 ずる緊張 ・不安

反応の一側面 としてみ られ るものである といえた。

その ため,ま ず 当面問題 とな ってい る幼 稚園で皆 と

一緒に 食事が で きない といった食行動 の障害 を修正 し
,

そして集団内 で他 の園児 と自由に食事が とれ るよ うに

な るこ とを とお して,本 児の他 の園児への適応状 態 を

改善 し,社 会性 をのばすこ とを も同時 にね らった。

本 児の食行動 障害 の修正 の方法 として は,ま ず本 児

の所属す る組の部屋 において他の 園児の 食事 集団か ら

5mほ ど離 した部屋 の隅に机 をお き,そ こで本児 と も

っ とも仲 の よい 男児 と2人 だけ で食事 をとらせ るよ う

に した。 この よ うなセ ッテ ィン グで3回 程 食事 をとら

せ た ところ,次 第 に食事 を とるこ とが スムー ズにで き

るよ うになった。次 の段階 では4名 の他 の園児 と一 緒

に同 じ場所 で食事 を とらせ,次 第に本児 と一緒 に食事

をす る他 の園 児の数 を増 してい きなが ら,こ れ と並行

してこの小 グルー プの食事集団 を一方 の大 きな食事集

団に徐 々に接近 させ ていった。つ まり本 児が幼稚 園で

の食事場面 でいだ く緊張反応 を最 も低 い状 態に した と

ころで食行動 の形成 をはか りなが ら,段 階的に本 児の

幼稚 園における食事場面 での緊張反応 を除いて い くと

いった現 実脱感作 の方法 を とった。 この方法 で本 児は

約1ヶ 月後に幼稚 園の集団 内で皆 と一緒 に食事 を とる

こ とが可能 とな り,こ れ に伴 い他の交友 の面 での適応

に も大 きな改善 がみ られて いった。

この症例 は子供 の社会性の発達の 障害 に よる不適応

行動の一側面 としてみられ た食行動 障害 の1例 で ある

が,子 供 の発達過程 にお いて順調 な社会性 の発達 が 阻

害 され る とき,そ れ は色 々な形 の食行動 障害 を もたら

しやす い。

思春期 の女子 に好発 し,極 端 な食欲不振 と著 しいる

いそ うを きたす神経性 食欲不振症 な どもその一例 とい

える。

本症 の病態 につ いてはいろい ろな事が いわれてい る

が,本 症 の発症状況や症状の経過 な どにみる特徴 か ら

して,本 症 にみ る食行動障害は社会的発達 の未 熟 さに

よる適応障害の一形態 として理解 し得 る ものであ る。

また周期性嘔吐症 にして もその本態 は不明 とされな

が らも,心 因がか な り大 き く関係す る ものが 多 く,そ

の場 合一般 に過保護の もとで育て られ,社 会性が とぼ

し く,社 会的環境に過敏 に反応す る子供 に多 くみ られ

る。

さ らには最近 問題 になっている児童の肥満 にして も,

や は り一種 の食行動 の障害 として とらえ られ るもの で

あ るが,一 般 に この肥満 児に は社会性 に とぼ しい子供

が 多い。

以上の ご とく,子 どもの発達 過程 で社会性 の健 全な

発達 が 阻害 され る とそれは色々な形の 食行動障害 をも

た らす こ とが 多い。

第3症 例:こ の症例は,虫 垂炎の手術後,食 欲不振

を訴 えるよ うにな り次 第に痩せ て いった小学校5年 の

女児にみ られ た食行動障害の例 で ある。

家 族構 成は患児の上に2人 の姉 と患児の下 に7才 ち

がいの弟,そ れに両親の6入 家族 であ る。

患児は 虫垂炎の手術後次第に食欲 不振 を訴 えるよ う

にな った。 食欲不振 をきたす身体 的所見 は数 ヶ所 の病

院での検査 で否定 されたに もかかわ らず,症 状の改善

はな く9ヶ 月間に6kgの 体重減少がみ られ,心 理的 な

食行動障害が疑 われて紹介 されて きた症例 である。

この症例 での食欲不振につ いて検討 した結果,次 の

ような事 実わ認 がられた。



患児 は7年 間3姉 妹 の末子 として両 親に特 に可愛が

られて いた。 ところが 患児の下 に7年 ぶ りに弟が誕生

した。両親 に とってはは じめての男児であ り,し か も

久 し振 りの子供 とい うこ ともあ って,そ れ まで主 に患

児に向け られていた両親 の関心 は下 の弟の方へ移 って

い った。 このよ うに両親 の関心 が以前 の ように得 られ

な くな って いた時 に,患 児はた また ま中垂 炎 に罹患 し

手術 を受 けた。

この 入院中に,あ ま り食欲 がな く食事 の摂取量が少

い こ とが しば しばあった。これ を心配 した母親 は どう

にか して患 児の食欲 を回復 させ ようと患児の好む 食事

を特 別 に家 で作 ってはそれ を病 院に もってい って与 え

た り,そ の他患 児の食事 につ いていろい ろと気 を使 う

よ うに なった。だが退院後 も患 児の食欲 は回復せ ず,

両親 は これ を心配 して なにか と患 児に手 をつ くす一方,

病 院 を転 々 としたが特に異常 ない と云 われ途 方に くれ

て いる状 態 であ った。

以上 のこ とを総合す る と,患 児は下に弟が誕 生 した

こ とで両親 の関心が弟へ移 って いき,両 親 の愛 情を以

前の よ うには受 け られな くな った とい う両親 の愛情 に

対 す る欲求不満 の状態 にあ った とき,患 児 は中垂 炎の

手 術 を受け,術 後 にた また ま1時 的にみ られ た食欲不

振 を契機 に両親 の関心が再 び患児へ と向け られ る結果

とな った。 いいか える と患 児は食欲不振 の状 態 によっ

て両 親の愛情に対す る欲求不満 を解消 し得 るこ とか ら,

食欲不 振の状態が持続 して いる もの といえた。

そ こで この食行動障害 に対す る処置 としては,ま ず

食欲 不振 といった望 ま しくない形で患 児が両 親の愛情

に対 す る欲求不満 を解消す る ようなこ とを修 正す るた

め,患 児の 食欲不振 に対 してあれこれ と気 を使 うとい

った これ までの親 の態度 を改め させ,む しろ患 児の食

欲不 振 に対 しては中立的態度 をとるよ うに させ た。つ

ま りこれ によって,食 欲不振 といった ような望 ましく

な い食行動 障害が両親 の愛情 に対す る欲 求不満 の解消

法 と しての働 きをもたせ ない ように した。そ して患 児

が む しろ積極的 に望 ましい摂 食行動 を示 した時 にはそ

れ に両親が関心 を向けるよ うに した。つ ま り患 児が望

ま しい食行動 を とった ときこそ両親 の愛情 に対す る欲

求不 満 を解消 し得 るこ とを患 児に習得 させ て い くよ う

に した。

また1kg以 上の体重増加が あ るたびに,そ れに対 し

て トー クン(代 用紙幣)を1枚 与 え,6枚 の トー クン

を患 児が得 た時,そ れ を患 児が以前か ら欲 しが って い

た子 供用の 自転車 と交換す る約 束を した。

以上 の よ うな方法 によって,患 児は約5ヶ 月で食行

図2体 重増加の経過

動 および体重 ともに図2に み るよ うに正常 な状 態へ 回

復 していった。

この症例 は,子 どもが成長 過程 で直面す る同胞の誕

生 によって生 じた親 の愛情 に対す る欲求不満 を背景 と

した食行動障害 であるが,こ の よ うに愛情欲求 の不満

に対す る歪んだ形の解決法 としての 食行動 障害 もよ く

み られ る。

多 くの子 どもがその発達過程 で弟や妹 の出生に よ り

以前の ように両 親の愛情 を得 るこ とが 出来 な くなる と

い った愛情欲求 の不 満 を経験 す る。そ して,そ の際種

々の問題行動が 出現 しや すい。特 に食行動 障害 はいろ

いろ問題行動の なか で もも直接生命 に結びつ く深刻 な

問題 として親へ の強 力なア ピール カ をもつ ことか ら,

しば しば愛情 欲求不満 に対す る歪ん だ解決法 として上

記の症例の よ うな形 でみ られ るこ とが 多い。

以上,子 どもの食行動 障害が どの よ うな心理的要 因

を背景 として,し か もそれ らは子 どもの発達過程 とど

の ように関連 しなが らみ られやす いのか,さ らにそれ

らの食行動 障害 に対 していか に対処 してい くべ きか と

いったこ とな どにつ いて,具 体的 に症例 をあげなが ら

述べ てみた。

附記:こ こにあげた症例 は,鹿 児島大学医学部附属

病 院心理室 の園田順一 氏,お よび鹿 児島大学医学部非

常勤講師 の古牟 田直,平 山清武諸氏 との共同研究に よ

る ものである。
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